奈良の将来ビジョンをつくるフォーラム「第5回総合フォーラム」報告
県民・産業界・学界等の皆さまのご参画・協力を得て、2012年1月、「奈良の将来ビジョン-県民からの129の提案-」をとりまとめ、3月からは、その具体化を進めてきました。５プロジェクトについて、検討結果を紹介し、具体策の内容、今後の進め方などについて議論を行いました。
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日時：2012年12月1日

紹介プロジェクト：

生駒地域産業ビジョンの提案（PJリーダー：村田 武一郎）

奈良フェニックス大学（ PJリーダー：村田 武一郎）

県民研究員制度（ PJリーダー：笹野 義一）

逞しい子どもを育てる（ PJリーダー：宮城 正一）

奈良24ヶ所めぐり（ PJリーダー：兼村 美徳）

生駒地域産業ビジョンの提案

村田 武一郎
1．生駒市における産業開発の基本的考え方

生駒市においては、産業開発の視点から、1)農商工といった既存産業が有するポテンシャルを適切に評価し、それを増幅するのみならず、新価値（商品・製品・技術・サービス等）を開発してもらう方策を検討すること、2)どのようにすれば市民の力が発揮されるのかを考え、市民による新産業開発の可能性を追求し、それを具体化していくことが喫緊の重要課題であると考えられる。

まず、既存の農商工業に新価値（商品・製品・技術・サービス等）を開発してもらうことについて、重要なのは、地域の産業発展方針を、関係者の徹底した議論を踏まえて決めていくこと、その実現をリードする専門家とコーディネータを確保することである。

例えば、中小工業にあっては、日々の業務に追われ、将来を考える余裕や人材がなく、そればかりか、自社が抱える問題・課題、自社がもつ技術やノウハウなどの社会的ポジションを認識できていないことが多い状況がある。従って、他企業との共同による新分野・新製品開発への取組みはもとより、大学・研究機関との連携（技術シーズの獲得、技術高度化の指導を受けることなど）ができていない。また、例えば、農業にあっては、地域6次産業化の重要な役割を期待されているにもかかわらず、多くが農業協同組合に頼るという垂直的な関係にのみ陥っており、地域内の他業種との連携や市民・消費者との関わりという水平的な関係づくりができていない。このような状況を打破していくために、早急なる地域の産業発展方針の決定と専門家・コーディネータの確保が望まれる。ただし、専門家・コーディネータたちが誇りをもって所属し活動できる組織を準備することを忘れてはならない。

一方、従来、各地域の住宅都市※においては、地域住民の暮らしに重点を置いた福祉・社会教育政策が、担当省庁の施策の枠内で、それぞれ講じられてきたが、それに、産業開発の視点を加えることにより、新産業が生まれる可能性があることを強く意識する必要がある。つまり、施策の複合視点化が重要であると考えられる。このことは、最近、多くの人々が意識し始めた環境政策であっても同様である。

例えば、生駒市には、優れた能力をおもちの子育て世代の女性が多く住んでおられる。この人たちに、子どもを預けて仕事に行くために必要な「保育所サービス」を提供するのか、あるいは、仕事と子育てを時間的・空間的に両立させられる「保育サービスつきインキュベータ（起業・産業創造支援施設）」を提供するのかを検討する必要がある。通常の保育所（あるいは認定子ども園）に止まらず、後者のような施策にも取組むことによって、子育て世代の女性の能力を発揮してもらうこと、新産業開発の可能性を拡大することが可能であると考えられる。

そして、生駒市では、多くのリタイアされた方々が充実した仕事人生において培ってこられた能力（知識・ノウハウ・人的ネットワークなど）を、どのように発揮してもらうのであろうか。中小企業群や若い世代の資質を見抜き、その実力発揮のための人的・資金的支援を行うことはやぶさかではないと考えておられる方々が多くいらっしゃる。この方々に、産業開発支援に携わっていただくことが可能であると考えられる。

このようにして、生駒市においては、「市民と既存産業の能力を活かし、独自の産業支援ネットワークと新産業を創る」ことが可能であると考えられ、生駒市が自律発展への途を歩みだすことが期待される。

2．生駒市における産業開発の方針と具体策

生駒市においては、産業の事業所はもとより、市民がもてる能力を十分に発揮し、将来世代に引き継ぎ得る、他地域から賞賛される自律発展都市を創りあげていくために、前章に示した「産業開発の基本的考え方」に沿って、次に示す産業開発の方針と具体策を着実に実行に移していく必要がある。
	3-1．既存産業の新価値（商品・製品・技術・サービス等）開発

(1)地域の産業発展方針の明示

(2)専門家・コーディネータの確保と活躍

(3)生駒地域新産業創造支援機構の設立

(4)共同開発・共同受注等の推進

①企業間の共同プロジェクト・産学連携プロジェクトづくり

②他地域の企業とのマッチングセンターの開設

(5)伝統産業の複合文化産業化
3-2．将来像を明示した産業誘致
3-3．市民力を活かす新産業の開発

(1)高山サイエンスプラザのインキュベータ化・交流拠点化と新産業創造

①技術系で創業する若者向けのインキュベータの開設

②女性向けインキュベータの開設

③ロボットコンテストの開催

(2)市民による起業の支援

①若い世代の起業促進

②女性起業家ネットワークと女性向けインキュベータの創設

③若者・女性による起業の受け皿の確保

④絵本とアニメーションのコラボレーションによる創作活動の活発化
3-4．福祉・教育・環境政策とリンクした新産業の開発

(1)子育て世代女性向け保育サービスつきテレワーク・インキュベータの整備

(2)盛年と青年によるソーシャルビジネスの開発

(3)環境保全・教育ビジネスの開発

(4)ホスピス型賃貸マンションの開発
3-5．生活文化都市・オシャレな都市「生駒」を具現する商業の開発

(1)域内消費拡大のための総合的対策の実行

(2)生駒飲食店集積街道形成プロジェクトの実行

(3)出前クッキング・サ－ビスによる域内消費の活性化（デリバリ－・クッキング・プロジェクト）

(4)各地区の特徴を活かす商業開発
3-6．農業を核とした地域6次産業の開発

(1)地産地消・観光との連携

(2)滞在型市民農園（クラインガルテン）＆菜園ビジネスの開発
3-7．観光産業の開発

(1)もてなしのまちづくり

(2)生駒周遊ルートの開発と「南の人を北へ」作戦の展開

(3)宝山寺の歴史文化資源の認知度向上と門前町の再構築

(4)新しい土産物の開発
3-8．南北の直結による交流可能性の拡大


5．生駒市における産業開発を具体的に進めるために

(1)生駒産業創造会議の設置

生駒市民の幸せづくりのための仕事おこし・まちづくりの推進を目的とする生駒産業創造会議を設置することが望まれる。組織は、市長直轄とし、市役所（部局横断的メンバー）、商工会議所メンバー、民間企業はもちろんのこと、福祉施設職員、市民、NPOメンバーなど、幅広く参画できるようにすることが望ましい。

そこには、実行組織として、産業・まちづくりプロジェクトチームを置き、市民生活の向上や、市民が抱えている課題の解決を市民の仕事にするためのプロジェクトを進めることが望まれる。生駒市では、域内需要の開発、市外からの需要の取り込みを大いに進める必要がある。

一方、生駒市民が自ら地域の魅力を再発見し、それを十分に活かした新商品・新サービスを生み出すプロジェクトチームも欲しい。生駒市の歴史・由来を、古事記の時代まで遡り見直すことで、生駒市の魅力を再発見してもらい、それを、観光開発やもてなしの向上、新商品・新サービスの開発へと進めていくことが望ましい。

(2)生駒商工会議所が呼びかけ人となった産業開発先導プロジェクトの実行

この地域産業ビジョンの提案に示したプロジェクトの中には、産業界主導で実行できるプロジェクトも多い。そのようなプロジェクトについては、生駒商工会議所が呼びかけ人となって実行されることを期待したい。

(３)この地域産業ビジョンの提案をベースとする地域産業振興計画づくり

近い将来、生駒市も、東京のベッドタウンであった三鷹市のように、また、大阪のベッドタウンであった茨木市や高槻市のように、お金を「うまく使う」から「うまく稼ぐ」行政へと転換を迫られるようになることは間違いない。この地域産業ビジョンの提案をベースとする地域産業振興計画づくりを、生駒市が、産業界・市民等の参画を得て策定されることを望むものである。なお、計画づくりにあたっては、生駒産業創造会議との連携も重要である。

(4)生駒地域新産業創造支援機構の設立

生駒産業創造会議と連携して、また、地域産業振興計画づくりと並行して、生駒地域新産業創造支援機構の設立を進めて欲しい。その過程において、優れた能力を有するシニア世代（現役を退いたが、優れた知識・ノウハウ・人的ネットワークなどをもつ人たち）との連携とともに、奈良先端科学技術大学院大学・関西文化学術研究都市に立地する研究機関との連携強化が進むはずである。

※本稿は、「生駒地域産業ビジョンの提案」の要点を抜粋したものである。

まほろば研究センター「生駒地域産業ビジョン研究会」メンバー（順不同／敬称略）

村田武一郎／野口隆／越出均／池田好紀／鈴木幸兵／川村創／室雅博／井ノ本直三／兼村美徳／鈴木邦明
竹内奉正／脇田良夫／松山敏宏／立松麻衣子／堀越正夫／神剛司／金原薫／井勝敦子／植田一宏／大塚徹

奈良フェニックス大学
村田 武一郎

1．概要

(1)開設の趣旨

盛年（シニア世代）の一人ひとりがこれまでに培ってきた知識・ノウハウ・人的ネットワークなどは無尽蔵であると考えられます。その一方で、これからの人生における吸収力も無尽蔵と思われます。

  奈良フェニックス大学は、これからのライフスタイルを学び、仲間づくりを行うとともに、地域社会の将来のための活動を行うにあたっての知識やノウハウを提供します。

(2)開設者

奈良フェニックス大学運営委員会（奈良市内侍原町50番 第一ビル2階203号室1BCフォーラム内）

(3)開設場所

やまと郡山城ホール（大和郡山市北郡山町211-3／近鉄郡山駅歩7分／近鉄線沿い）
(4)教養学部の概要　＜受講申込み受付中＞
①科目－「必修科目」と「選択科目」があります。クラブ活動の時間も楽しんでください。

1)必修科目：一般教養科目です（詳細は、必修科目のページをご覧ください）。

人生80年時代を楽しく・有意義に生きる／健康長寿を実現する／安全・安心な生活をおくる

奈良の魅力学－知れば知るほどにおもしろい奈良を知る／次世代に引き継ぐ地域を創る

地域の自然・環境をみんなで守り育てる

2)選択科目：受講生が講師またはリーダーとなって開講します（ぜひ、講師・リーダーに応募ください）。

奈良の歴史探訪、地域の生物観察・調査、逞しい子どもを育てる  などの開講を期待しています。

3)受講生がクラブ活動を行うことができます。

②講義回数：「必修科目」36回／年　「選択科目」30回／年

③講義時間：「必修科目」10:00～12:00　「選択科目」13:00～14:30　クラブ活動の時間：14:45～16:30

④受講料：ひとり50,000円／年

⑤定員：120人

(5)特別講座　＜2013年4月から受講申込み受付＞
①特別講座として、奈良の歴史講座を開催いたします（2013年6月～12月の間に10回）。

②受講料：ひとり15,000円／10回

③定員：60人

(6)学長・顧問・講師

学長：村田武一郎（奈良県立大学教授／まほろば研究センター理事長）

顧問：千田稔（奈良県立図書情報館館長／国際日本文化研究センター名誉教授）

講師：必修科目は、学長、顧問、各分野のエキスパートが講義を担当します。

(7)後援（申請中を含む）

奈良県／大和郡山市／奈良県市長会／奈良県町村会／奈良県社会福祉協議会
一般社団法人地域づくり支援機構／まほろば研究センター／奈良の将来ビジョンをつくるフォーラム

2．教養学部　（2013年4月18日開校）　「必修科目」「選択科目」「クラブ活動」があります。
(1)必修科目

①講義の分野とテーマ（計36講義）

	分野
	講義テーマ

	1．人生80年時代を楽しく・有意義に生きる

	①地域づくりと盛年
	◇地域は盛年の活躍に期待している

	②食を楽しむ
	◇食はいのちです－スローフードと食育の本音

	③法話
	◇盛年は無尽蔵の能力を活かして生きる

	2．健康長寿を実現する

	①奈良県の長寿関連施策
	◇奈良県の高齢化と健康長寿施策

	②食事と栄養
	◇食事が決め手－アンチエイジング

	③クスリの話
	◇適切な薬とのつきあい方

	④がん治療最前線
	◇2人に1人がガンになる時代－ガン治療の最前線は

	⑤認知症について
	◇認知症の最新研究と治療の現場から

	3．安全・安心な生活をおくる

	①日常の犯罪への対応
	◇オレオレ詐欺、犯罪から自分と家族を守る

	②遺言と相続・贈与
	◇遺言の有用性と相続税等

	③高齢者施設
	◇地域とともにある高齢者施設

	④高齢者用マンション
	◇高齢者用マンションの設計の考え方

	4．奈良の魅力学－知れば知るほどにおもしろい奈良を知る

	①大和の歴史（古代）
	◇古代国家の形成プロセス－雄略朝と推古朝そして飛鳥朝

	②正倉院学
	◇奇跡の正倉院－1200年の時空を超えて－

	③万葉集の世界
	◇大和路の万葉歌碑と古代人の想い

	④奈良の能楽
	◇能楽の産土・奈良、また奈良で能を演じる意義

	⑤奈良の美術と修復技術
	◇東大寺南大門仁王像の造形的魅力－修理の現場から作者と技法の秘密に迫る

	⑥奈良の古社寺建築
	◇宮大工から見た古建築の優れた技術

	⑦外国人から見た奈良
	◇ゆったりと過ごせる・歩ける奈良の魅力

	⑧奈良の食文化
	◇奈良の伝統野菜とおもてなし

	⑨奈良のものづくり
	◇東部中山間地域には200を超える工房がある

	5．次世代に引き継ぐ地域を創る

	①地域活動総論
	◇地域特性・資源を活かした地域づくり

	②地域活動事例
	◇盛年による地域づくり活動事例から学ぶ

	③ボランティア活動
	◇ボランティア活動の現状と地域の期待

	④NPO活動
	◇NPO活動の現状と地域貢献の実際

	⑤男女共同参画
	◇地域づくり活動の質の向上と継続を目指すために

	⑥地域文化振興
	◇新たな文化活動を立ち上げよう

	⑦学校教育支援
	◇地域と学校等との連携が新しい状況を生み出す

	⑧奈良の観光交流開発
	◇盛年(シニア)が頑張る地域づくり

～旧城下町の景観と高齢者住民のもてなしを活かした観光交流地域の創出～

	⑨地域6次産業化
	◇第6次産業と地域づくり

	6．地域の自然・環境をみんなで守り育てる

	①奈良の自然・環境
	◇奈良の自然の豊かさと素晴らしさを知ろう

	②自然環境の保全・回復
	◇奈良の巨木・名木を蘇らせる－百毫寺の五色椿など

	③自然環境の保全・回復
	◇飛鳥川の自然・景観・生物を取り戻す

	④自然環境の保全・回復
	◇県民参加による自然環境目録づくりを

	⑤環境都市づくり
	◇環境に負荷を与えず豊かに暮らす都市づくり

	⑥エネルギー問題
	◇化石エネルギーと地域エネルギーの近未来



※上記は、分野別に示したものであり、講義の順ではありません。

※講師の都合により、講義テーマが変更になることがあります。

②講師（順不同／敬称略）

村田武一郎（奈良県立大学教授）、千田稔（奈良県立図書情報館館長、国際日本研究センター名誉教授）
野口隆（奈良産業大学特別教授）、尾川欣司（Le BENKEIオーナーシェフ）、北田善三（畿央大学教授）

関根俊一（帝塚山大学教授）、鈴木喜博（奈良国立博物館名誉館員）、立松麻衣子（奈良教育大学准教授）

一柳茂（奈良県社会福祉協議会常務理事）、佐藤俊之（シテ方金春流能楽師）、滝川昭雄（宮大工棟梁）

山崎しげ子（文筆家）、松村洋子（外国語通訳ボランティアガイド）、三浦雅之（㈱粟 代表取締役）

西久保智美（工房街道推進協議会）、大石令子（奈良県橿原文化会館館長）、野村幸治（NPO住民の力）

谷幸三（環境科学博士）、正岡明（樹木医）、永冨聡（浦和大学兼任講師）

上記のほか先導的地域活動リーダー、行政担当者など

(2)選択科目（計30講義）

◇受講生に講師またはリーダーとなっていただき開講します。ぜひ、講師またはリーダーに応募ください。

◇受講申込みをされた方で、「選択科目の開講」を希望される方は、下記①～⑭を記した「提案書」を、メール添付書類にて事務局へお送りください。　送付先アドレス：大柿< napco0418@gmail.com>
①申請者氏名、②性別、③生年月日、④住所、⑤電話番号、⑥メールアドレス

⑦略歴（150～250字、趣味・信条・特技等を含めても可）、⑧開講に関連する資格・実績等
⑨開講提案科目のタイトル、⑩目的（開講の趣旨）、⑪定員（最低15人以上）、⑫開講回数

⑬カリキュラム（開催ごとの内容）、⑭提案するにあたり特にアピールしたいこと
◇2013年3～4月に、運営委員へのプレゼンテーションを行っていただき、審査のうえ、開講科目を決定します。

◇開講科目の採択は、趣味講座的なものより、奈良の歴史・生物等を知るもの、奈良の地域課題の解決に結びつくものを優先します。「奈良の歴史探訪」「地域の生物観察・調査」「逞しい子どもを育てる」などの開講を期待しています。
◇開講科目数は5～8科目、科目ごとの開講回数は4～6回、総開講回数は30回程度を想定しています。

◇講師またはリーダーには、講義に必要な経費をお支払い致します。また、講義時に資料を配布される場合は、別途、資料コピー代をお支払い致します。なお、単価は、奈良フェニックス大学の規定に基づきます。

(3)クラブ活動

◇学生（受講生）がクラブ活動を行うことができます。奈良フェニックス大学が活動の場を準備します。

ぜひ、楽しいクラブを企画し、仲間を増やしてください。

◇クラブ活動の時間は、14:45～16:30します。ただし、講義室等が空いている場合、13:00～14:30にもクラブ活動を行うことができます。

◇学生（受講生）が行うクラブ活動は、2月末までに、次年度のクラブ長及び副クラブ長を各１名選出し、事務局に届け出るものとします。ただし、開設初年度は、5月末までに、事務局に届け出るものとします。

(4)地域活動支援アドバイザーによる活動支援

◇奈良フェニックス大学の学生（受講生）は、選択科目の開講、クラブ活動の開催にあたって、地域活動支援アドバイザーに助言・協力を求めることができます。

◇地域活動支援アドバイザー：大柿清、阪口博明、山下清和、小堺広是

3．特別講座（奈良の歴史講座）　
奈良の歴史講座を開催いたします。受講申込みは4月から受付けます。
	2013年月日
	テーマ
	内容(要点)

	6月27日
	①太古の奈良
	◇奈良には1万年前から人間の営みがある

	7月4日
	②古代の奈良（その１）
	◇倭の五王の時代は東アジアの政治に敏感

	7月25日
	③古代の奈良（その2）
	◇巻向遺跡が語る古代都市の姿

	8月7日
	④古代の奈良（その3）
	◇乙巳の変～大化の改新～白村江の戦い

	9月4日
	⑤古代の奈良（その4）
	◇壬申の乱と天武天皇による日本の確立

	9月18日
	⑥古代の奈良（その5）
	◇我が国最初の本格都市：藤原京

	10月2日
	⑦古代の奈良（その6）
	◇古事記・日本書記は何を伝えようとしたのか

	11月14日
	⑧平城京の時代
	◇平城京と大仏建立

	11月28日
	⑨女性の奈良
	◇女性が拓いた奈良

	12月5日
	⑩海外との交流
	◇シルクロードの東の拠点：奈良


4．講義等日程＜2013年4月～2014年3月＞
	SQ
	日程
	式典・講話等
	必修科目
	選択科目
	クラブ
	特別講座
	備考

	
	
	10:00～10:25
	10:30～12:00
	13:00～14:30
	14:45～16:30
	15:00～16:30
	

	1
	4/18（木）
	開校式
	必修 １
	
	
	
	必修１：学長講義

	2
	4/24（水）
	選択科目・クラブ紹介
	必修　2
	
	
	
	必修2：顧問講義

	3
	5/08（水）
	選択科目・クラブ紹介
	必修　3
	
	
	
	

	4
	5/16（木）
	受講生講話
	必修　4
	選択　1
	クラブ活動
	
	

	5
	5/23（木）
	受講生講話
	必修　5
	選択　2
	クラブ活動
	
	

	6
	5/30（木）
	受講生講話
	必修　6
	選択　3
	クラブ活動
	
	

	7
	6/06（木）
	受講生講話
	必修　7
	選択　4
	クラブ活動
	
	

	8
	6/13（木）
	受講生講話
	必修　8
	
	クラブ活動
	
	

	9
	6/27（木）
	受講生講話
	必修　9
	選択　6
	クラブ活動
	特別講座　1
	

	10
	7/04（木）
	受講生講話
	必修10
	選択　7
	クラブ活動
	特別講座　2
	

	11
	7/25（木）
	受講生講話
	必修11
	選択　8
	クラブ活動
	特別講座　3
	

	12
	8/01（木）
	受講生講話
	必修12
	選択　9
	クラブ活動
	
	

	13
	8/07（水）
	受講生講話
	必修13
	選択10
	クラブ活動
	特別講座　4
	

	14
	8/28（水）
	受講生講話
	必修14
	選択11
	クラブ活動
	
	

	15
	9/04（水）
	受講生講話
	必修15
	選択12
	クラブ活動
	特別講座　5
	

	16
	9/11（水）
	受講生講話
	必修16
	選択13
	クラブ活動
	
	

	17
	9/19（木）
	受講生講話
	必修17
	選択14
	クラブ活動
	特別講座　6
	

	18
	9/25（水）
	受講生講話
	必修18
	選択15
	クラブ活動
	
	

	19
	10/02（水）
	受講生講話
	必修19
	選択16
	クラブ活動
	特別講座　7
	

	20
	10/09（水）
	受講生講話
	必修20
	選択17・18
	クラブ活動
	
	

	21
	10/17（木）
	受講生講話
	必修21
	
	
	
	

	22
	10/24（木）
	受講生講話
	必修22
	
	
	
	

	23
	10/31（木）
	受講生講話
	必修23
	
	
	
	

	24
	11/07（木）
	受講生講話
	必修24
	選択19・20
	クラブ活動
	
	

	25
	11/14（木）
	受講生講話
	必修25
	
	
	特別講座　8
	

	26
	11/28（木）
	受講生講話
	必修26
	
	
	特別講座　9
	

	27
	12/05（木）
	受講生講話
	必修27
	選択21・22
	クラブ活動
	特別講座10
	

	28
	12/12（木）
	受講生講話
	必修28
	選択23
	クラブ活動
	
	

	29
	1/09（木）
	受講生講話
	必修29
	選択24
	クラブ活動
	
	

	30
	1/16（木）
	受講生講話
	必修30
	選択25
	クラブ活動
	
	

	31
	1/30（木）
	受講生講話
	必修31
	選択26
	クラブ活動
	
	

	32
	2/06（木）
	受講生講話
	必修32
	選択27
	クラブ活動
	
	

	33
	2/13（木）
	受講生講話
	必修33
	選択28
	クラブ活動
	
	

	34
	2/20（木）
	受講生講話
	必修34
	選択29
	クラブ活動
	
	

	35
	3/06（木）
	受講生講話
	必修35
	選択30
	クラブ活動
	
	

	36
	3/13（木）
	修了式・交流会※
	必修36
	
	
	
	※修了式11:45～12:15
交流会12:30～14:30


注）クラブ活動は、13:00から可能な日があります。

5．入学申込み・お問合せ先　＜2012年12月1日から教養学部の受講申込み受付中＞
◇入学を希望される方は、下記の事項を記載した入学申込書を作成し、メール添付書類にて事務局へお送りください。
①氏名、②性別、③生年月日、④住所、⑤電話番号、⑥FAX番号、⑦メールアドレス

⑧略歴（100～200字、趣味・信条・特技等を含めても可）、⑨応募理由（300～400字）

※入学申込書送付先　アドレス：大柿<napco0418@gmail.com>
◇入学申込書受付期間

第1次受付：2012年12月1日から2013年1月末日まで。第2次受付：2013年2月10日から3月末日まで

※第1次受付で定員に達した場合は、補充受付以外の第2次受付は行いません。

◇一旦受理した入学申込書は返還しません。

◇入学申込者が定員を超えた時は、入学申込書の内容により選抜します。

◇お問合せ先　学長：村田武一郎<vision@nit-ass.jp>　事務局長：大柿清<napco0418@gmail.com>

6．奈良フェニックス大学での履修後の活動イメージ
奈良フェニックス大学における履修は、仲間を拡大し、「地域づくり活動への参加」「同好の仲間とのクラブ活動」「専門講座の受講」「シニアカレッジへの進学そして地域リーダーとしての活躍」など、健康人生80年時代における次のステップへの多様な選択肢を獲得することにつながります。
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里地・里山の生き物保全の仕組みづくり　（県民研究員制度研究会）
笹野 義一

1．概要

子どもを中心として、共通のガイドブックを使った里地・里山の生物の調査により、自然環境財目録を作成し、その保全と県民・子どもの環境学習・教育などに資するための仕組みづくりを行う。
2．目的

①自然豊かな奈良県を次世代に引き継ぐ

②大人と子どもが共通の話題をもち、ともに豊かな生活を送る

③自然環境財目録を作成し、県民が環境学習・教育等に活用できるようにする

④自然を愛する国内外の人々との交流を拡大する

3．必要性

①里地・里山の自然の実態と保全・更新すべき自然が何なのか不明である

②身近な自然との関係が希薄になり変化への気づきが鈍くなっている

③保護・保全すべき自然を維持、回復し、感性を豊かにすることができる

4．公益性

①奈良県の自然を誇りにでき、イメージアップにつながる

②感性豊かな奈良県人を育成でき、自然を介した人的交流の拡大、親子の対話の回復などができる

5．効果

①生物多様性を維持・発展させ得る

②豊かな自然を持続しつつ地域発展を進め得る

③自然保護・保全への意識が高まる

④多くの交流客を呼び込むことができる

6．手法
1)広く県民から募集した県民研究員(仮称）が、2)ガイドブックを使って、3)あたり前にいる生物を調査

(1)県民研究員(仮称）

セミナー・講座を受講し、里地・里山の生物の調査に参加し、その保護・保全の意識を有する、子どもを含む
県民をいう

(2)調査する生物

奈良県内の生物　　 ○野鳥：258種（日本野鳥の会奈良支部作成『奈良県産鳥類目録』(以下「目録」という）

　　　　　　　　　　　　　　○昆虫：約5,000種（以下、レッドデータブックによる）

　　　　　　　　　　　　　　○魚類：80種

　　　　　　　　　　　　　　○哺乳類：54種

　　　　　　　　　　　　　　○両生類：23種、爬虫類　30種

　　　　　　　　　　　　　　○植物（維管束植物）：約3,500種

[image: image3.wmf](3)基準

  ①一年中観察でき、目につき易く、親しみ深い

  ②普通に観察できる種をほぼ網羅

  ③生態系の頂点もしくは上位に位置（下位・裾野には多くの生物が存在する）

  ④森林の拡大に寄与し、多くの生物に生存の場を提供　

(4)調査対象種：野鳥（80種）(案）
（目録の生息程度　5.多い、4.やや多い、３.普通、2.少ない の１部）
[image: image4.wmf]
(5)ガイドブック　　図鑑ではない。わかりやすく説明・解説し楽しく使えるもの

例）万葉集や古今和歌集の野鳥、ヒヨドリ（朝鮮半島や日本などにだけ生息する）
(6)調査方法

　1)ガイドブックを使い、2)県民研究員(仮称）が、3)里地・里山にあたり前にいる生物を、4)継続調査する

7．スケジュール

①指標鳥決定・調査

②専門家選任

③ガイドブック制作

④県民研究員(仮称）募集

⑤セミナー実施

子どもは未来の宝（逞しい子どもを育てるPJ）
宮城 正一
1．はじめに（奈良の将来ビジョンをつくるフォーラムからの提言）
[image: image5.wmf]①学校教育の成績至上主義への偏重
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②学校が子どもたちが持つ多様な能力を発揮できる場となっていない

③子どもが先生を尊重しない風潮の拡大

④教育に情熱をもてない教師の増加

⑤学校と地域社会が乖離

⑥奈良の特性や資源が教育に活かされていない
＜ものごとの本質がわかる、逞しい子どもを育てる奈良県を創るための10の提言＞
◆子どもたちの学ぶ能力を引き出す

　　　　　①　覚える学びから理解する学びへの転換

　　　　　②　子どもが持つ多様な能力が発揮できる場の提供

　　　　　③　生きる力を身に着ける機会の提供

　　　　　④　考える力をつける、能力を伸ばす教育の実践

◆教員の資質を向上させる

　　　　　⑤　教員の意識改革

　　　　　⑥　人生を学び、ものの考え方を学ぶ歴史を教えられる人材づくり

　　　　　⑦　理系分野を広くわかりやすく教える力をもつ教員の育成

◆地域に開かれた、地域に愛される交流拠点としての学校を創りだす

　　　　　⑧　地域の人があたりまえに関わる学校づくり

　　　　　⑨　地域の文化遺産を生かし、地域の諸活動と連携した学びの場の拡大

　　　　　⑩　地域とのかかわりを拡大するための教育予算の充実
ただ、これを実現するために行政を動かし、学校や教師の意識を変え、親（保護者）の理解や共感を得るには、たくさんのハードルがあり、多くの努力がいるのも事実です。

そこで私たちは、
①これらを実現していくために、地域・社会や大人たちができることは何か

②われわれ大人が行動することで、行政や学校・教師や親（保護者）が変り動くきっかけとなることができたら　

との思いで、このプロジェクトに取り組みました
2．逞しい奈良の子どもの理想像
（目標イメージ）
3．ありたい姿（理想像）と現実の姿
	ありたい姿（理想像）
	現　　　　　状
	本質と教訓

	自然や生き物を慈しみ、自然環境を守るために行動する子ども。自然を美しいと思える子ども
	幼児期から塾や受験勉強に追われ、自然と触れ合う機会が減少
	乳児期から大人への、成長段階に応じた育児と教育の在り方を「自然との共生」という視点から見直す必要がある

	ルールや約束を守ることの大切さを理解し、実践できる子ども。公徳心のある子ども
	「しつけができない親」の増加
「しつけ教育をできない教師や大人」の増加。
	悪いことを見ても「見て見ぬ振り」をする大人の行動を正すこと。併せて「悪い事をしている子どもには理を諭して叱る」。これは大人の責任である

	集団生活や集団遊びができ、自分の感情を素直に表現できる子ども
	年齢・学年を越えた集団での遊びの衰退
メール交換はするが、対面での会話が苦手
	子どもは遊びの天才。子どもたちの遊び場を確保し、子どもたちの安全を見守る環境作りが必要である

	仲間や他人を思いやり、互いに切磋琢磨する心をもった子ども
	学校や教師を信用していない子どもの増加
イジメ・家庭内暴力・児童虐待の増加
	自分がされて嫌なことは、相手も同じ様に感じる
この事を大人自身が思い起こし、思いやりをもって人に接することが大事。子どもの姿は大人の鏡であることを忘れてはならない

	心身ともに健全で丈夫な身体をもった子ども
	乳児期からのアレルギー体質の子供が増加
不安な表情が多く、落ち着きの無い子供が増加
	親の温かいふところに抱かれて子どもは安心して成長し、自然で安全な食事が健全な体をつくる。乳児期からの育児の在り方を考え直す必要がある

	物事の本質や関連性を理解し、多面的に考える力をもった子ども
	「早く成果を挙げる」という高度成長時代にあって、子どもたちは単一回答で評価される記憶重視の画一的な教育環境の中に置かれている
	「量から質」への転換が求められるこれからの時代は、「正解を暗記する」教育から「本質と応用性を考える」教育へと、転換を求めている

	他人に依存しないで、自己解決に努める気持ちを持った子ども
	わがまま・我慢できない子どもの増加
すぐに切れる子ども
	親と大人自身があせらずにじっくりと子どもに接し、「小さな成功」を認めてあげる「見守り」が大切。
「小さな成功」の積み重ねが子どものチャレンジ精神を育む。

	奈良を愛し、奈良を大切にできる子ども
伝承文化を理解し、継承する心をもった子ども
	奈良のことを知らない
郷土史や伝統文化・芸能の教育がおろそか
	奈良の伝承遊びや文化・芸能を子どもが体感できる機会を増やすこと。歴史は「過去→現在→未来」へと継承されることを大人自身が信じよう

	農林漁業の大切さがわかる子ども
	奈良の主産業であった農林業への関心がない
	「生活必要物資は海外から安く買えば良い」という風潮が一次産業の衰退を招き、さらには子どもに対する地場産業育成教育の弱体に繋がっている

	モノづくりに関心を持ち、モノや資源を大切にする心をもった子ども
	大量消費が優先される社会。お金さえ払えば何でも簡単に手に入り、「創るよりも買う」という風潮
	モノを自分の手で作り上げた時の達成感は、おカネと引き換えにできない尊いものがある。モノづくり体験のできる環境を増やすことが必要である


4．逞しい奈良の子どもを育てるための大人たちの役割
逞しい奈良の子どもを育てるのは、「行政」「学校（教師）」「保護者（親）」だけの責任ではありません。私たち、地域・社会に暮らす「大人」にも責任と役割があるはずです。
＜大人たちが果たす役割と責任は＞
①学校では教えられないこと・できないことを教える、伝える
②未来に残したい、伝えていきたいモノ・コト・ココロを若い世代に継承する
③子どもたちが自ら考え行動する手助けをする
④行政・学校（教師）・親が変る、動くきっかけをつくる
⑤行政・学校（教師）・親の連携・協働の橋渡し
⑥そのために、先頭に立って行動する
5．逞しい奈良の子どもを育てるために地域・社会・大人ができること
◇地域・社会・大人には、奈良との縁や豊かな知識・経験・技術があります
◇奈良には、逞しい子どもたちを育てるための活動をしている方がたくさんいます
◇地域・社会・大人は、学校や家庭では学ぶことのできないことを教えることができます
◇地域・社会・大人が先頭に立って行動することで、学校や親を変えたり動かすことができるかもしれません


◇地域・社会・大人だからこそ活用できる資源を利用して

◇行政や学校が着手に時間がかかるのなら地域・社会・大人が率先して

◇大人たちの子どもにかける熱い思いや経験・スキルを生かして
◇奈良ならではの魅力、奈良がこれまで育んできた魅力、奈良が守り続けてきた魅力、を伝えたい。
◇奈良のことをもっと知ってもらう、奈良にもっと親しんでもらう、奈良についてもっと考えてもらうために

◇そして、奈良をもっと好きになってもらいたい。奈良をもっと大切にしてもらいたい。自分が生まれ育った奈良に誇りをもってもらいたい。そんなココロをもった逞しい奈良の子どもに育って欲しい。
6．行政・公的機関の対応

奈良には、行政によるＮＰＯ・ボランティア・地域団体を支援する組織がありますが、あくまでも団体・組織を支援するためのものであり、活動を支援するものにはなっていないのが実情です。

　　①ＮＰＯ設立の支援、指導、施設・サービスの提供

　　②ＮＰＯ・ボランティア団体交流支援

　　③加入団体への情報提供及び加入団体からの情報発信サポート

	名　　称
	運営主体
	所在地

	奈良県総合ボランティアセンター
	奈良県社会福祉協議会
	橿原市大久保町

	奈良市ボランティアセンター
	奈良市社会福祉協議会
	奈良市法蓮町

	奈良市ボランティアインフォーメーションセンター
	奈良市
	奈良市三条本町


また、子育てや児童・学生の教育・育成のために、公的機関が運営・サービスを提供するものもありますが、
十分に認知・利用されている実情にないのが現実です。

　　①施設の管理・運営だけのところが少なくない

　　②利用規定が厳しく、利用しにくいものも多い　

	名　　称
	概　　　要

	スポーツ少年団
	＊奈良市スポーツ少年団
　　・スポーツ少年大会、夏の野外活動教室、スキー教室、体力つくり教室などを開催

	野外活動センター
	＊奈良市青少年野外活動センター
　　・青少年が自然と親しみ、自然観察・野外活動・研修など自由に自主的に活動してもらう

	サマーキャンプ
	＊主に県南東部の町村が開催
　　・上北山村和佐又山アウトドアフェスタ　　　など

	奈良県こども女性局子育て支援課
子育てネットなら
	＊組織・施設・ネットワークで行政運営のサービスとしてはもっとも整備が進んでいる
　　・地域子育て支援センター　　・地域子育て交流センター　　・なら子育て応援団


7．地域・社会・大人たちが取り組んでいる様々な活動（ＮＰＯ／ボランティアを中心として）
①学年を越えてグループ活動で社会生活のルールを体験させる活動
金峯山寺三日坊主体験　　天理教こどもおじばがえり　　日本ボーイスカウト連盟奈良県支部

②自然とふれあう、遊ぶ、学ぶ活動

森とふれあう市民の会（桜井市）　　飛鳥歴史公園飛鳥里山クラブ　　平城宮跡サポートネットワーク

川遊びフロートスイム（モンベル）

③奈良の歴史に触れる、学ぶ活動

平城宮跡サポートネットワーク　　薬師寺こども寺子屋

④伝統的遊び体験活動

翠竹園＆奈良元気もんプロジェクト　　日本の凧の会　　とおく＆らいぶＣＡＦＥ　葉音（パオン）

⑤手作り工作体験活動

飛鳥歴史公園飛鳥里山クラブ　　山野草の里づくりの会
本宇宙少年団（水ロケット・ロボットペーパークラフト）
⑥エコ・環境保護活動
リサイクル館かしはら　　大和川を守る会　　さくらい菜の花プロジェクト
⑦奈良の伝統芸能・文化伝承活動

なら100年会館こどもお能　　春日若宮おん祭り大名行列保存会　　御所太鼓かがやきこども和太鼓
なら町からくりおもちゃ館　　明日香村伝承芸能保存会　　伝統文化子ども作法教室
⑧文化活動
さくらい読書会「子ども読未知」　　紙芝居サークル２４９　　奈良の昔話を伝承する会　　おひさまくらぶ
⑨子育て・育児活動
なら子育てネットワーク　　マーマの里　　いこま森の幼稚園　　ふれあい交流広場
＜みんなで子育て・孫育て＞すぎのこ文庫佐保田　　子育て支援スポットポケット　　ＹＭＣＡ囲碁将棋クラブ
⑩地域団体活動
六条ふれあいまつり（地元高校が中心となって地域のふれあいイベントを開催）
子ども見守り隊　　神社・町内会活動
⑪その他
鹿サポーターズクラブ　　柳本もてなしのまちづくり会　　なら・おおよどおもちゃ病院
8．民間（地域・社会・大人）が行っている子育て・子ども関連活動の課題

◇県下で子どもの育成に取り組んでいる民間の団体・活動は1,000を超えると思います。

＊子どもの育成を活動目的としてボランティアセンターに登録されているNPO・ボランティア団体だけでも500を超えます。
◇先に紹介したように、ユニークな活動をされているところも少なくありませんが、皆さん方はご紹介した活動や団体をどれだけご存知でしたか。せっかくこれだけの団体が活動しているのに、広く県民に知られていない。本当に残念です。

◇それは、それぞれの団体がそれぞれ単独・個別に活動されていること、そして活動が県下全域に浸透ていないためだと思います。


①県下で活動している団体がネットワークを結び、パワーを結集すること

②活動テーマ・内容で結集・まとまった活動を行う
③そして、この活動を全県にムーブメントとして発信していく
この旗振り役をまほろば研究センターが担う。
◇奈良には逞しい子どもたちを育てるための資源や活動団体がたくさんあるが、十分に活用されていない。
	課　　　　題
	現　　　　状
	提案ポイント

	行政・学校・地域が連動し一体となった活動や取り組みが遅れている
	＊行政・学校・地域の取り組みがバラバラ
　　　・行政、学校、地域の暗黙の不干渉ルール

　　　・学校が地域に開かれていない

　　　　　　施設開放、平日の運動会

＊学校が行政単位の教育委員会管理となっており、広域での取り組みができにくい
	◇学校と地域の交流の推進
　　・ＰＴＡ・保護者会以外の地域住民との交流

　　　　（西の京高の取り組み）

◇学校・地域協働行事の推進

　　・村祭りの復興、町内体育祭、町内清掃

◇リタイアメント層を特別教師としての活用提案

　　・理系教師不足をカバーする知見と経験をもった盛年層の活用

	行政・官主導で施設整備には取組まれているが、システムが十分機能しているとは思えない
	＊子どもたちや親が気軽に利用できる環境が整っているとは言い難い

　　・インフラ、アクセス、利用条件、利用サポートなど
	◇民間（ＮＰＯボランティア）への施設運営委託による活性化

　　・こどもの森、竹取公園などのあそび広場

　　・公民館、青少年センター

	奈良にある貴重な文化資産が子どもたちのために十分利用されていない
	＊薬師寺の夏休みこども寺子屋などがあるが、　寺院の多くは子どもたちに門戸を開いていない

＊おん祭りは、小学校が午後休みとなるが、その意味すら忘れ去られている
	◇子どもたちへの施設解放と提供
　　・寺社や歴史的町家でのこども宿泊体験

　　・昔玩具づくり、遊びなどの伝承

◇伝統行事・祭事への子どもの参加促進

　　・おん祭り、


	課　　　　題
	現　　　　状
	提案ポイント

	孤軍奮闘の民間団体
(NPO／ボランティア団体)
	＊NPO・ボランティア団体の多くが資金やスタッフ不足のため活動を制限されている

　　・活動が単発にならざるを得ない

＊団体間の連携や連動が行われていない

　　・孤軍奮闘、唯我独尊

　　・そのため、面的な広がりがなく点になっている

　　・活動や団体の認知も限定的
	◇NPO・ボランティア団体の活動資金確保支援制度
◇団体や活動ＰＲのための仕組みづくり

　　・民間団体の相互支援ネットワーク

　　・ＮＰＯサミット（フォーラム）開催

＊行政・官主催の組織ネットワークでは実現　　　　　　しない連携や支援の仕組み

	奈良にある自然や景観、歴史・史蹟、文化・風土、
祭事、人の暮らしすべてが教材であり、教師です
	＊子どもたちだけでなく、大人たちもあまりにも奈良を知らないのが現実

＊奈良を守り育てていくために汗を流している大人　たちもたくさんいます
	◇小中学校への「奈良学」カリキュラム取り入れの提案

　　・本拠基地は、県立大学の「奈良学部」

◇奈良マイスター人材バンク

	盛り上がりに欠ける白けた県民（大人たち）
	*他人事のような無関心、一体感のない県民性　　　
　　・燈花会の夜、さっさと店仕舞する商店街

　　・天平祭のような大きなイベントにも我関せず

　　・奈良マラソンに非協力的な沿道自治会
	◇全県を挙げての大イベント提案
　　・奈良県民１０万人の大盆踊り

　　・大人たちが熱くなること、子どもたちも参加することが一番


９．まほろば研究センターの役割と取り組む活動
◇奈良の将来ビジョン－施策目標の提言4．

NPO・ボランティア・地域団体と行政が協働し、活力をもって暮らせる奈良県を創ること

◇まほろば研究センターが旗振り役となって、地域や社会が実施している活動を結集し、大きなパワー・ムーブメントにしていく

①行政・学校と地域・社会・おとなたちの活動の橋渡し、行政支援の環境整備

②地域・社会・おとなが取り組んでいる活動の支援、活動の場・ステージの提供、ネットワーク化

③「埋もれている・日の当たっていない」活動・団体を掘り起こす

④逞しい奈良の子どもをつくるためのモデル事業・フラグシップ事業の企画と提案

逞しい奈良の子どもを育てるために
	方針
	内容

	行政・学校と地域・社会・おとなたちの活動の橋渡し、行政支援の環境整備
	◇地域・社会・大人たちが取り組んでいる活動や人材・団体の紹介

　＊地域・社会・大人たちが取り組んでいる活動と行政・学校の活動の連携・相互補完の提案

◇行政・学校と地域・社会・大人たちの役割分担の提案

　＊民間活用の提案と橋渡し

◇行政・学校・自治会等への地域・まちおこし活動（こども対象）事例の紹介

	地域・社会・おとなが取り組んでいる活動の支援活動ステージ・ネットワーク
	◇子どもたちのために整備されているインフラの抽出と整理
　＊施設、サービス

◇ＮＰＯ／ボランティア団体等民間活動団体、地域活動のネットワーク構築

　＊活動団体・人材データバンク

◇民間活動団体の支援システムづくり

　＊資金、人材スタッフ、活動の場の提供や紹介

◇行政・学校関係・民間団体の活動ＰＲ

　＊施設、設備、サービス

	「埋もれている・日の当っていない」活動・団体を掘り起こす
	◇逞しい子どもを育てるために新たに活用すべき奈良の資産の抽出・掘り起し
　＊事業推進の提案と支援

◇既存活動団体組織の連動によって新たに生まれる活動や価値の創造プロデユース

　＊学校・行政とのコラボ

　＊民間団体のコラボ

	逞しい奈良の子どもをつくるためのモデル事業・フラグシップ事業の企画と提案
	◇行政・学校・地域一体となった子育てモデル事業の立ち上げ
　＊平城京跡をステージとしたフラグシップ事業の企画と提案

　　　・平城京跡を子ども広場の聖地に！

◇行政主導事業の民間団体への運営委譲推進

　＊民活による効率的運営


10．奈良の逞しい子どもを育てるプロジェクトチームからの提案
◇平城宮跡を、「奈良の逞しい子どもを育てる」フラグシップステージとすることを推進しませんか。
◇平城宮跡には、「奈良の逞しい子どもを育てる」場として最適の環境が整っています。

　◇子どもたちが安心して思いっきり遊べる広場があります

　◇平城宮跡は、野鳥・昆虫・植物の宝庫です

　◇平城宮跡は、奈良を代表する歴史・文化遺産です

　◇平城宮跡では、すでに多くの子どもたちを対象とした活動が行われています

　　　　　　　・平城宮天平祭（ものづくり子ども広場）

　　　　　　　・平城宮跡サポートネットワーク
◇週末、平城宮跡に行けば、子どもたちが遊べる・学習できる・体験できる楽しいことがいっぱいあります。
子育て活動を実施しているNPO・ボランティア・地域団体に参加していただき、
子どもたちにその活動に参加・体験してもらい、逞しい子どもに育ってもらう糸口にして欲しい。
＊昔遊び広場（凧揚げ・竹馬・竹とんぼ・けん玉・鬼ごっこ・紙芝居）

＊自然観察（野鳥・昆虫・植物）

＊手作り工作教室（ペットボトル・ダンボール工作・凧づくり）

＊奈良の歴史探検

＊子どもフェスティバル（子どもダンスパフォーマンス大会・子ども音楽祭）
◇子どもたちと大人たちが一緒に遊び、楽しんで、「逞しい奈良の子ども」たちに育ってくれる糸口・きっかけづくりの役にたてたら、これ以上の喜びはありません。
11．おわりに

11月22日文部科学省が発表した「いじめ問題」に関する全国緊急調査で、県内の学校が把握した4月以降のいじめ件数は6,781件にのぼり、1千人あたりの認知件数では、全国2番目の多さになるようです。これに対し、県教育委員会は、いじめを減らすには見つかった「いじめ」をどう解消していくかが課題だと答えていますが、これで根本的な解決につながるとは思えません。

また、いじめ防止への対策や対応を行政や学校に一方的に押し付けるだけで、自らはそれに立ち向かおうとしない親たち、子どもたちの周りでは、いじめ以外にも登校拒否・ひきこもり、育児放棄・児童虐待など深刻な問題も山積です。

　そして、それらの問題の多くに大人たちが関係したり、起因になっているものも少なくありません。

　子どもたちは、そんな大人の姿をしっかりと見ています。子どもたちは大人の背中を見て育っていることをもっと認識する必要があります。

大人たちが変らなければ、自分自身の問題として自らが行動しなければ、安心して未来を託せる子どもたちは育ちません。子どもたちを守り、逞しい子どもに育てるのは、大人たちの役割であり責任です。

ご紹介したNPO・ボランティア団体の方々は、そんな思いで活動に取り組んでいらっしゃいます。

もっとたくさんの人にこの活動を知ってもらい、協力・参加してもらえれば、そして大人や親が変り、自ら行動することにつながっていけば、活動の一つひとつはちっぽけかもしれません。しかしこれが結集し連携していけば大きな波・動きになっていくと確信しています。

今回提案したものが、そんな引き金になってくれれば、それが、私たちプロジェクトチームの思いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「奈良の逞しい子どもを育てる」プロジェクトチーム
歴史を未来につなぐ逞しい子どもたちを育てるのは、私たち大人の役割です。

熱い思いのネットワークを広げましょう！
奈良24ヶ所めぐりプランの提案

兼村 美徳
1．単発から継続へ
奈良は観光地としては有名ですが、実際「奈良に行ったことありますか？」と尋ねると、「修学旅行で…」といった答えが多く。行った場所を聞いてみても、「奈良公園」「大仏殿」「法隆寺」「飛鳥」など限られており、一度行ったら「行ったことがある」と満足されてしまい、奈良全体としての誘致戦略が弱い。　
奈良県には名所・名跡が多く、かつ分散しているため観光客誘致も分散してしまっている。また、県内でも小さなイベントが県内あちらこちらで行われて観光客招致を行っているが、他県の観光客からすると、｢なんかいろいろやっているみたいだけれど、何がメインなのか、どこに行けば良いのか、どう回れば効率的なのかが一向に分からない｣といった声をつくっている。名所・名跡が点在し、お互い招致合戦ができるくらい観光資源に恵まれていることが、逆に観光客にとって奈良の味わい方が分かりづらくなっていると言えよう。
個々に招致合戦をするのではなく、観光資源が多いこと、全部見ようとすると日数と時間がかかるということを逆手にとって、すべてをしっかり見てもらおうとしかけてはどうだろうか。もっと広く奈良県全体を親しんでもらうために、一つひとつの観光地をただ紹介するのではなく、奈良めぐりコースとして紹介していく必要があると思われます。
2．マーケット
子育てからも手が離れ、仕事も一段落ついた高齢世代は、手に入れた時間を有効に生かして旅行を楽しみ始めています。ところが、北海道、沖縄、九州、京都、飛騨高山……と、主だった観光地を巡り終えた今、まだ元気でたっぷりある時間をどう使うかが新たな課題になってきています。
あちらこちらへと旅先を求めるのではなく、できればシリーズで時間をかけて漫遊したいと思い始めているのです（旅行先選びに悩まなくて済む）。
そこで、人気が出ているのが、「四国八十八か所めぐり」や「琵琶湖めぐり」といった、コースとして体験でき、達成感を味わえるツアーなのです。
3．提案
奈良県内の各地域で観光客の取り合いをするのではなく、｢奈良24ヶ所めぐり｣といったように、年月かけて制覇するコースや仕掛けをつくることで、奈良県下を回ってもらうことが、これからの時代に合った観光戦略と思われます。
一か所で丸一日遊べる規模で考え、奈良県をいくつに分けるか、そして、その一ヶ所一ヶ所が目玉になる観光やサービスを何にするかを考え、創り上げることが新しい観光産業になると考えます。
4．メイン・ターゲット
時間と金銭に余裕のある世代：子育てが終わった主婦世代　50才代～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  定年退職を迎えた男性世代　60才代～
夫婦連れ。友達同士(女性)。親子(大人同士)

元気な高齢者が増えています。彼らには時間がたっぷりあり、これからの人生をどう楽しむか、海外旅行、観劇など体験できることは多々ありますが、味わい始めると、時間が十分にあるだけにすぐ終わってしまいます。
せっかくの時間を有効に使って楽しむためには、シリーズ、コレクションなどが最適なのです。
若者やファミリー層は、土日祝日しか観光の時間がとれません。その点、現役リタイア層は、平日が裕に使える身分です。1週間に2日だけ集客するか、7日間集客できるかは大きな課題です。特に夜のもてなしができていない奈良にとっては、仕事が終わってからの来県は難しいと思われます。
5．サブ・ターゲット
出会い・ふれあい・グルメ・パワースポットを回りたいOL世代　30才代
6．コース設定のこだわり
有名どころも見られて、穴場も回れる
※せっかく奈良へ行くなら、有名な観光地（神社・仏閣・景観）も制覇できることは魅力となります。
ex)記紀万葉ゆかりの地
7．企画ポイント－もてなし：お客様の「あったらいいなあ」「できたらいいなあ」に応えること
①コースの道は安全であること（車の多い車道コースは避ける）
②体験できる施設・サービスが企画されている
③トイレ・休憩所（お弁当が食べられる）の設置（道の駅などとのコラボが最適）
④終着点が次のコースのスタート地点になることが理想
⑤ウオーキングタイムは４～５時間前後が理想。距離にして１０～１５km
（体験時間を含む。出発点に戻ってくる必要はない）
⑥バスによるツアー（電車の駅がないスタート地点が多い）
⑦ふれあい「休んで行きなさい」「食べて行きなさい」「体験しませんか」
⑧コースガイド（ボランティア）の設置
※現在、研究会メンバーによる体験型視察を始めております。
ぜひ、ご参加ください。
2012年11月8・9日には下北山村地域を視察しました。
トチの巨木を囲んで（11月8日／前鬼山）







ものごとの本質がわかる


逞しい子どもを育てる


奈良県を創る











ヒト・モノ・自然を慈しみ、思いやるココロをもった、心身ともに健全な子どもに育って欲しい





覚える学力ではなく、理解し考える力、生きる力をもった子どもになってもらいたい


社会や社会生活に適合できる能力をもった子どもに育って欲しい





安心して奈良の未来を託せる


逞しい子どもに育って欲しい





奈良のことをもっと知ってもらいたい


奈良をもっと好きになってもらいたい


奈良をもっと大切にしてもらいたい


自分が生まれ育った奈良に誇りをもってもらいたい
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